
主な記事
・アルコールチェッカーの使用義務延期へ ２面
・肥料高騰対策内容決定 ３面
・福島／岡山中古農機フェア開催 ４面
・技能検定試験問題と正解６－７面

前日の準備を終えて
福
島
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
は
7
月
22
日
と

23
日
の
2
日
間
、
大
玉
村

に
あ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
ン
ト

5
」
の
特
設
駐
車
場
で
第

20
回
中
古
農
機
フ
ェ
ア
を

開
催
し
た
。
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
販
社
は

不
参
加
と
な
り
、
農
業
資

材
展
も
中
止
し
て
行
っ
た

が
、
今
年
は
販
社
・
農
業

資
材
展
揃
い
踏
み
で
、
3

年
ぶ
り
に
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に

見
舞
わ
れ
た
も
の
の
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
売

上
金
額
は
大
台
の
1
億
円

を
突
破
、
節
目
の
20
回
目

に
花
を
添
え
た
。

売上1億円を達成
節目に花を添える大台突破
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農
林
水
産
省
は
8
月
5
日
、
2
0
2
1
年
度
の
食
料
自
給
率
を
公
表
し
た
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
は
過
去
最
低
だ
っ
た
前
年
度
か
ら
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
38

％
。
一
方
、
生
産
額
ベ
ー
ス
は
前
年
度
を
4
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
過
去
最
低
の

63
％
と
な
っ
た
。政
府
は
30
年
度
に
食
料
自
給
率
を
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
45
％
、

生
産
額
ベ
ー
ス
で
75
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
依
然
と
し

て
大
き
い
ま
ま
だ
。

▽
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
は
微

増

小
麦
・
大
豆
の
生
産

増
と
米
の
需
要
回
復
で

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食

料
自
給
率
は
過
去
最
低
だ

っ
た
前
年
度
よ
り
1
ポ
イ

ン
ト
高
く
な
り
38
％
だ
っ

た
。主
食
用
米
か
ら
小
麦
・

大
豆
へ
の
転
作
奨
励
が
進

み
、
作
付
面
積
・
単
収
と

も
に
増
加
し
た
こ
と
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
と
緊
急
事
態
宣
言
な

ど
の
影
響
で
下
火
と
な
っ

て
い
た
外
食
産
業
で
の
米

の
需
要
回
復
等
が
前
年
度

か
ら
上
向
い
た
こ
と
が
要

因
。
ま
た
、
飼
料
自
給
率

を
反
映
し
な
い
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
の
食
料
国
産
率

も
、
前
年
度
よ
り
1
ポ
イ

ン
ト
高
い
47
％
と
な
っ

た
。
な
お
、
飼
料
自
給
率

は
前
年
度
と
同
じ
25
％
だ

っ
た
。

▽
生
産
額
ベ
ー
ス
は
過
去

最
低

輸
入
品
の
価
格
上

昇
と
米
・
野
菜
の
国
産
単

価
低
下
で

生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
は
前
年
度
よ
り
4

ポ
イ
ン
ト
低
い
63
％
で
、

過
去
最
低
と
な
っ
た
。
国

際
的
な
穀
物
価
格
や
海
上

運
賃
の
上
昇
等
に
よ
り
、

畜
産
物
の
飼
料
輸
入
額
や

油
脂
類
・
で
ん
粉
等
の
原

料
輸
入
額
が
増
加
し
た
こ

と
、
肉
類
や
魚
介
類
の
輸

入
単
価
が
上
昇
し
た
こ

と
、
米
や
野
菜
の
国
産
単

価
が
低
下
し
た
こ
と
等
が

影
響
し
、
前
年
度
よ
り
低

下
し
た
。
ま
た
、
飼
料
自

給
率
を
反
映
し
な
い
生
産

額
ベ
ー
ス
の
食
料
国
産
率

も
、
前
年
度
よ
り
2
ポ
イ

ン
ト
低
い
69
％
と
な
っ

た
。穀

物
や
飼
料
の
輸
入
価

格
、
運
賃
の
上
昇
が
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢

に
よ
り
今
後
も
改
善
の
見

通
し
が
見
え
な
い
た
め
、

さ
ら
に
悪
化
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
は
、
輸
入
原
料
額

な
ど
が
増
加
す
る
と
低
下

す
る
。
し
か
し
、
今
回
の

結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
る

の
は
昨
年
3
月
ま
で
の
動

向
。
そ
れ
以
降
の
飼
料
価

格
や
輸
入
原
材
料
の
価
格

高
騰
が
反
映
さ
れ
る
の
は

22
年
度
の
食
料
自
給
率
と

な
る
。

▽
21
年
度
食
料
自
給
力
指

標

供
給
熱
量
伸
び
ず

同
省
は
食
料
自
給
率
と

あ
わ
せ
て
、
国
内
生
産
だ

け
で
1
日
あ
た
り
国
民
1

人
に
供
給
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
カ
ロ
リ
ー
で
示
し

た
「
食
料
自
給
力
指
標
」

も
公
表
し
て
い
る
。

米
・
小
麦
中
心
の
作
付

け
で
は
1
7
5
5
ｋ
ｃ
ａ

ｌ
。
農
地
面
積
が
減
少
し

た
も
の
の
、
小
麦
の
平
均

単
収
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
前
年
度
を
維
持
し

た
。
一
方
、
芋
類
中
心
の

作
付
け
で
は
2
4
1
8
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
。労
働
力
の
減
少
、

か
ん
し
ょ
の
平
均
単
収
の

減
少
、
農
地
面
積
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か

ら
72
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
減
少
し
た
。

人
が
体
重
を
保
つ
た
め

に
1
日
に
必
要
と
す
る
推

定
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
2
1

6
9
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
と
さ
れ
て

い
る
が
、
日
本
が
主
食
と

し
て
中
心
的
に
需
給
し
て

い
る
米
・
小
麦
中
心
の
作

付
け
で
は
自
給
で
き
な
い

計
算
に
な
る
。

同
省
は
、
食
料
自
給
率

の
維
持
向
上
に
は
農
地
の

確
保
や
単
収
の
向
上
に
加

え
、
労
働
力
の
確
保
や
省

力
化
等
の
技
術
改
善
が
重

要
と
し
て
い
る
。

第
2
次
岸
田
改
造
内
閣

が
8
月
10
日
ス
タ
ー
ト
し

た
。
岸
田
文
雄
首
相
を
含

む
平
均
年
齢
は
62
・
7
歳
。

昨
年
10
月
の
発
足
時
点
の

61
・
8
歳
を
約
1
歳
上
回

っ
た
。
平
均
年
齢
は
菅
前

内
閣
の
60
・
38
歳
や
最
後

の
安
倍
内
閣
の
61
・
55
歳

よ
り
も
高
く
な
っ
た
。

戦
後
77
年
間
で
誕
生
し

た
内
閣
は
、
東
久
邇
宮
稔

彦
王
内
閣
（
45
年
8
月
）

か
ら
菅
義
偉
内
閣
（
20
年

9
月
）
ま
で
で
1
0
5
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
内
閣
の

平
均
年
齢
が
最
も
若
い
の

は
48
年
に
発
足
し
た
芦
田

均
内
閣
の
55
・
76
歳
。
逆

に
、
平
均
年
齢
が
最
も
高

い
の
は
00
年
7
月
に
発
足

し
た
第
2
次
森
喜
朗
内
閣

の
66
・
2
歳
。戦
後
77
年
、

閣
僚
の
半
数
以
上
を
50
代

以
下
で
占
め
た
内
閣
は
20

程
度
。
全
体
の
2
割
に
も

満
た
な
い
。
ま
し
て
や
、

40
代
以
下
が
半
数
を
占
め

た
内
閣
は
ひ
と
つ
も
な

い
。「

週
刊
現
代
（
22
年
5

月
12
日
号
）」
に
カ
リ
ス

マ
と
老
害
の
境
界
線
「
名

経
営
者
の
ジ
レ
ン
マ
に
迫

る
」
と
い
う
特
集
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
特
集

は
、
日
本
電
産
の
永
守
重

信
氏
（
77
歳
）
が
「
バ
ト

ン
を
渡
す
の
が
早
す
ぎ

た
」
と
、
後
継
者
を
降
格

し
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
返
り
咲
い
た

時
の
も
の
だ
。

特
集
で
は
、
フ
ァ
ー
ス

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
会
長

兼
社
長
の
柳
井
正
氏
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
も
ま
た
、
自
身
が

指
名
し
た
社
長
を
「
安
定

志
向
が
過
ぎ
る
」
と
3
年

後
に
解
任
し
て
い
る
。

日
本
は
21
年
10
月
1
日

現
在
、
65
歳
以
上
が
29
％

を
占
め
る
高
齢
社
会
だ
。

当
然
、
経
営
者
も
高
齢
化

し
て
い
る
。
東
京
商
工
リ

サ
ー
チ
が
20
年
12
月
に
約

4
0
0
万
社
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
21
年
の
社
長
の

平
均
年
齢
は
調
査
を
開
始

し
た
09
年
以
降
で
最
高
の

62
・
77
歳
。
調
査
開
始
か

ら
毎
年
、
平
均
年
齢
は
上

昇
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
社
長
の
高

齢
化
に
伴
い
業
績
悪
化
が

進
む
傾
向
が
み
ら
れ
る
と

い
う
。
減
収
企
業
は
60
代

で
57
・
6
％
、
70
代
以
上

で
56
・
8
％
。
赤
字
企
業

も
70
代
以
上
が
24
・
0
％

で
最
も
高
く
、60
代
も
23
・

2
％
だ
っ
た
。
背
景
に
は

高
齢
の
社
長
は
成
功
体
験

に
捉
わ
れ
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
に
く
く
な
り
、
設

備
投
資
や
経
営
改
善
に
消

極
的
に
な
り
や
す
い
こ
と

が
あ
る
よ
う
だ
。

永
守
氏
も
柳
井
氏
も
、

前
言
撤
回
で
最
前
線
に
数

年
で
復
帰
し
て
い
る
。
自

分
の
思
い
描
く
や
り
方
・

方
向
性
と
違
っ
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
人
に
任
せ

た
ら
や
り
方
が
変
わ
る
の

は
当
然
だ
。
彼
ら
も
若
い

時
に
は
失
敗
と
い
う
経
験

を
し
て
き
た
は
ず
。
そ
の

経
験
が
あ
っ
て
の
今
な
の

に
、
ど
う
し
て
次
世
代
に

は
経
験
さ
せ
な
い
の
か
。

政
治
家
は
、
初
出
馬
の

時
に
は
若
さ
と
新
し
い
風

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
再

当
選
を
目
指
す
時
に
は
経

験
と
実
績
ば
か
り
を
主
張

す
る
。
経
験
も
実
績
も
過

去
で
あ
っ
て
未
来
へ
の
保

証
で
は
な
い
。奇
し
く
も
、

現
在
経
営
を
取
り
巻
く
環

境
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
ロ
シ

ア
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
、
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
だ
ら
け
だ
。

次
世
代
に
不
安
を
感
じ

る
の
は
い
つ
の
世
代
も
同

じ
だ
ろ
う
。
思
い
切
っ
て

任
せ
る
こ
と
を
最
後
の
大

仕
事
に
し
て
ほ
し
い
。

２
０
２
１
年
度
食
料
自
給
率

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
は
微
増
も

生
産
額
ベ
ー
ス
は
過
去
最
低

世
代
交
代

農
林
水
産
省
は
水
田
に

お
け
る
作
付
意
向
に
つ
い

て
、
6
月
末
時
点
で
の
主

食
用
米
の
作
付
面
積
が
約

4
・
3
万
㌶
減
少
し
た
と

発
表
し
た
。
4
月
末
時
点

で
は
前
年
並
み
と
回
答
し

た
3
県
が
減
少
に
転
じ
た

ほ
か
、
10
県
が
減
少
割
合

を
増
や
し
た
こ
と
で
、
需

給
均
衡
に
必
要
な
3
・
9

万
㌶
の
削
減
を
達
成
で
き

る
見
込
み
と
な
っ
た
。

作
柄
が
平
年
作
（
6
7

3
万
㌧
）
で
あ
れ
ば
、
23

年
6
月
末
の
民
間
在
庫
量

は
1
9
8
万
㌧
と
な
り
、

米
価
安
定
の
適
正
水
準
と

さ
れ
る
1
8
0
万
〜
2
0

0
万
㌧
の
範
囲
に
収
ま

る
。一

方
、
戦
略
作
物
は
、

飼
料
用
米
で
過
去
最
高
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
同
省

が
転
作
を
促
進
し
て
い
る

大
豆
も
前
年
か
ら
増
え
る

情
勢
だ
。

◆
米
穀
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

全
国
作
況
予
想
は
「
平
年

並
み
」
◆

米
穀
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は

8
月
4
日
、
22
年
産
米
の

全
国
作
況
予
想
を
「
1
0

1
」
の
平
年
並
み
と
発
表

し
た
。

地
帯
別
予
想
は
、
や
や

良
が
北
海
道
の
「
1
0

5
」
と
東
北
・
関
東
・
北

陸
の
「
1
0
2
」。平
年
並

み
が
東
海
・
近
畿
の
「
1

0
1
」、
中
国
の
「
1
0

0
」、
四
国
の
「
99
」。
や

や
不
良
が
九
州
の
「
98
」

と
沖
縄
の
「
97
」。

都
道
府
県
別
で
は
「
や

や
良
」
が
17
道
県
、「
平

年
並
み
」
が
22
都
府
県
、

「
や
や
不
良
」
が
8
県
。

水
稲
の
推
計
作
付
面
積

は
1
2
6
万
3
0
0
0
㌶

で
前
年
産
実
績
比
4
万
㌶

減
の
見
込
み
。

作
付
け
と
作
況
予
想
に

基
づ
く
7
月
31
日
現
在
の

主
食
用
米
の
収
穫
量
予
測

は
、
前
年
産
実
績
比
16
万

6
0
0
0
㌧
減
の
6
8
4

万
1
0
0
0
㌧
。
こ
の
結

果
、
23
年
6
月
末
の
民
間

在
庫
量
は
2
0
9
万
3
0

0
0
㌧
と
な
り
、
米
価
安

定
の
適
正
水
準
を
上
回
る

こ
と
に
な
る
。

２２
年
産
米
の
作
付
面
積

４.３
万
㌶
減
目
標
水
準
達
成
見
込
み

7
月
15
日
に
公
表
し
た

警
察
庁
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
意
見
募
集
要
領
の

中
で
、
白
ナ
ン
バ
ー
車
両

の
酒
気
帯
び
有
無
の
確
認

に
お
い
て
「
2
0
2
2
年

10
月
1
日
か
ら
予
定
さ
れ

て
い
た
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
の
使
用
義
務
化
を
当
面

延
期
す
る
」
方
針
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

意
見
募
集
要
領
で
は
延

期
検
討
の
背
景
と
し
て
、

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
供

給
状
況
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
世
界
的
な
半
導
体
不

足
に
加
え
、
発
注
が
集
中

し
た
こ
と
で
需
要
過
多
と

な
り
、
10
月
1
日
ま
で
に

供
給
が
間
に
合
わ
な
い
よ

う
だ
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
8
月
13
日
で
締
め
切
ら

れ
て
お
り
、
過
去
に
習
え

ば
、
募
集
期
間
終
了
後
約

一
カ
月
程
度
で
結
果
が
公

示
さ
れ
る
。

な
お
、
延
期
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
は
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
の
使
用
義
務
。

安
全
運
転
管
理
者
が
運
転

者
の
酒
気
帯
び
の
有
無
を

「
目
視
等
で
確
認
す
る
こ

と
」
と
「
一
年
間
の
記
録

保
存
」
は
4
月
か
ら
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
使
用
義
務
化
延
期
へ

半
導
体
不
足
で
供
給
追
い
つ
か
ず

２
０
２
２
年
６
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
４０
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
２７
件

（
う
ち
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
１０
件
）

・
そ
の
他
１３
件

（
う
ち
作
業
者
の
転
落
・
落
下
事
故
９
件
）

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を

6
月
は
16
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
40
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
報
告

さ
れ
た
死
亡
事
故
は
、
ト

ラ
ク
タ
を
含
む
農
業
機
械

の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
も

の
が
9
件
と
過
半
を
占
め

た
。
一
方
で
、
ト
ラ
ク
タ

ご
と
道
路
か
ら
1
・
5
ｍ

下
の
農
地
に
転
落
し
た
も

の
の
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

装
着
し
て
い
た
た
め
軽
傷

に
終
わ
っ
た
事
例
も
報
告

さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
ト

ラ
ク
タ
に
は
安
全
フ
レ
ー

ム
も
付
い
て
い
た
。

▼
8
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

8
月
は
例
年
、
草
刈
り

に
よ
る
事
故
が
多
い
。
典

型
的
な
事
故
は
、
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
の
ほ
か
、
①
後
方

な
ど
死
角
に
い
た
別
の
作

業
者
に
気
付
か
ず
傷
付
け

る
事
故
、
②
駆
動
を
止
め

な
い
ま
ま
、
か
ら
ま
っ
た

草
を
取
ろ
う
と
し
て
指
な

ど
を
切
る
事
故
、
③
傾
斜

で
の
作
業
中
に
転
倒
し
て

体
を
切
る
、
用
水
路
な
ど

に
転
落
す
る
事
故
―
が
多

い
。同

省
は
、
作
業
の
時
は

事
前
に
ル
ー
ル
を
決
め

る
、
草
刈
作
業
を
し
て
い

な
い
時
は
機
械
停
止
、
滑

り
づ
ら
い
安
全
靴
や
す
ね

当
て
な
ど
保
護
具
の
利
用

な
ど
、
改
め
て
基
本
的
な

安
全
対
策
を
徹
底
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
る
。
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コスト増加分の 7割補填内容決定日
本
経
済
新
聞
社
は
7

月
30
日
、
都
道
府
県
別
農

業
産
出
額
の
収
益
性
増
減

率
結
果
を
公
表
し
た
。

収
益
性
増
減
率
の
算
出

は
、
農
林
水
産
省
の
作
物

統
計
調
査
と
生
産
農
業
所

得
統
計
を
用
い
て
行
い
、

耕
地
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
の
都
道
府
県
別
農
業
産

出
額
に
つ
い
て
、
2
0
0

5
年
か
ら
20
年
に
か
け
て

の
増
減
率
を
比
較
し
た
。

結
果
は
表
の
通
り
だ
が

同
紙
に
よ
る
と
、
上
位
県

は
カ
ッ
ト
野
菜
向
け
生
産

や
高
付
加
価
値
品
種
を
拡

大
す
る
な
ど
世
の
中
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
価

格
競
争
に
負
け
な
い
産
品

へ
の
切
り
替
え
を
進
め
て

い
る
そ
う
だ
。

今年の秋肥と来年の春肥が対象
助
成
額
は
、
伝
票
に
基

づ
く
当
年
の
肥
料
費
と
農

業
物
価
統
計
か
ら
算
出
し

た
価
格
上
昇
率
を
基
に
、

肥
料
コ
ス
ト
の
増
加
分
を

算
出
す
る
。
ま
た
、
化
学

肥
料
の
2
割
以
上
の
低
減

に
今
年
か
ら
2
年
間
取
り

組
み
、
コ
ス
ト
を
低
減
さ

せ
る
こ
と
を
助
成
の
要
件

と
す
る
。
そ
の
た
め
算
定

に
は
コ
ス
ト
低
減
率
を
組

み
込
む
が
、
低
減
に
は
あ

る
程
度
時
間
が
か
か
る
こ

と
か
ら
、
今
年
の
秋
肥
と

来
年
の
春
肥
に
つ
い
て
は

低
減
を
2
割
で
は
な
く
1

割
と
す
る
。

▽
化
学
肥
料
2
割
低
減
の

取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー
は
15

種
類化

学
肥
料
2
割
低
減
の

取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー
は
、

次
の
15
種
類
と
な
る
。
①

「
土
壌
診
断
に
よ
る
施
肥

設
計
」、
②
「
生
育
診
断

に
よ
る
施
肥
設
計
」、
③

「
地
域
の
低
投
入
型
の
施

肥
設
計
の
導
入
」、
④「
堆

肥
の
利
用
」、
⑤
「
汚
泥

肥
料
の
利
用
（
下
水
汚
泥

等
）」、
⑥
「
食
品
残
渣
な

ど
国
内
資
源
の
利
用
（
④

と
⑤
以
外
）」、
⑦
「
有
機

質
肥
料
（
指
定
混
合
等
を

含
む
）
の
利
用
」、
⑧
「
緑

肥
作
物
の
利
用
」、
⑨「
肥

料
施
用
量
の
少
な
い
品
種

の
利
用
」、
⑩
「
低
成
分

肥
料（
単
肥
配
合
を
含
む
）

の
利
用
」、
⑪
「
可
変
施

肥
機
の
利
用
（
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
等
も
含
む
）」、
⑫

「
局
所
施
肥（
側
条
施
肥
・

う
ね
立
て
同
時
施
肥
・
灌

注
施
肥
等
）
の
利
用
」、

⑬「
育
苗
箱（
ポ
ッ
ト
苗
）

施
肥
の
利
用
」、
⑭
「
化

学
肥
料
の
使
用
量
及
び
コ

ス
ト
節
減
の
観
点
か
ら
の

施
肥
量
・
肥
料
銘
柄
の
見

直
し
（
①
〜
⑬
に
係
る
も

の
を
除
く
）」、
⑮
「
地
域

特
認
技
術
の
利
用
（
都
道

府
県
協
議
会
で
決
定
）」。

⑮
の
地
域
特
認
技
術
の

設
定
は
「
取
組
実
施
者
か

ら
の
認
定
申
請
に
応
じ
て

都
道
府
県
協
議
会
が
都
道

府
県
の
意
見
を
聞
い
て
認

定
」
と
「
都
道
府
県
協
議

会
自
ら
が
設
定
す
る
場
合

は
、
都
道
府
県
協
議
会
が

地
方
農
政
局
等
と
協
議
し

た
上
で
認
定
」
の
2
パ
タ

ー
ン
で
決
定
す
る
。

助
成
金
を
受
け
る
に

は
、
15
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち

か
ら
2
つ
以
上
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
す
で
に
取
り
組
ん
で

い
る
メ
ニ
ュ
ー
で
も
、
1

つ
以
上
従
来
の
取
り
組
み

を
強
化
・
拡
大
す
れ
ば
対

象
と
な
る
。

▽
提
出
書
類
は
「
当
年
の

伝
票
」
の
み

対
象
期
間
は
今
年
の
秋

肥
（
6
月
〜
10
月
）
と
来

年
の
春
肥
（
11
月
〜
来
年

5
月
）。
コ
ス
ト
増
加
分

の
7
割
補
填
は
2
0
0
8

年
に
も
行
っ
て
い
る
が
、

今
回
は
申
請
や
事
務
手
続

き
を
簡
素
化
す
る
た
め
、

コ
ス
ト
増
加
分
の
算
出
方

法
を
生
産
者
ご
と
か
ら
全

国
一
律
に
変
更
す
る
。
そ

れ
に
伴
い
、
生
産
者
が
提

出
す
る
書
類
は
「
当
年
の

伝
票
」（
肥
料
購
入
時
の

領
収
証
な
ど
）
の
み
と
な

る
。前

回
は
「
前
年
の
伝

票
」
も
提
出
し
、
生
産
者

ご
と
に
「
前
年
」
と
「
当

年
」
の
伝
票
か
ら
コ
ス
ト

増
加
分
を
計
算
し
た
た

め
、
事
務
手
続
き
に
膨
大

な
時
間
が
か
か
っ
た
。

▽
助
成
額
の
算
定
方
法

生
産
者
に
支
払
う
「
コ

ス
ト
増
加
分
の
7
割
」
の

算
出
方
法
は
次
の
通
り
。

（
当
年
の
肥
料
費
―
（
当

年
の
肥
料
費
÷
価
格
上
昇

率
÷
使
用
量
低
減
率
））

×
0
・
7
。

「
価
格
上
昇
率
」
は
、

同
省
が
毎
月
の
農
業
物
価

統
計
を
基
に
全
国
一
律
で

算
出
す
る
。
秋
肥
に
つ
い

て
は
今
後
、
6
月
か
ら
9

月
ま
で
の
上
昇
率
を
考
慮

し
て
決
定
す
る
。
次
に
、

施
肥
コ
ス
ト
の
低
減
率
を

示
す
「
使
用
量
低
減
率
」

は
、
使
用
量
を
減
ら
す
の

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を

考
慮
し
て
今
回
は
1
割
低

減
と
し
、
低
減
率
は
0
・

9
で
計
算
す
る
。

※
助
成
額
の
例

肥
料
費
が
50
万
円
、
価

格
上
昇
率
が
1
・
5
倍
だ

っ
た
場
合
。

（
50
万
円
―
（
50
万
円
÷

1
・
5
÷
0
・
9
））
×

0
・
7
＝
約
9
万
7
4
0

円▽
申
請
方
法

申
請
は
5
戸
以
上
の
販

売
生
産
者
で
作
っ
た
グ
ル

ー
プ
で
行
う
。
申
請
の
流

れ
は
「
生
産
者
↓
Ｊ
Ａ
な

ど
↓
都
道
府
県
協
議

会
」。
秋
肥
分
の
申
請
は

10
月
か
ら
受
け
付
け
、
助

成
金
は
年
内
に
も
交
付
さ

れ
る
見
通
し
。
ま
た
、
春

肥
の
申
請
は
来
年
2
月
頃

か
ら
受
け
付
け
、
3
月
頃

の
交
付
を
予
定
し
て
い

る
。

肥
料
が
過
去
最
高
水
準
に
高
騰

す
る
中
、
政
府
は
7
8
8
億
円
の

予
備
費
を
活
用
し
た
新
た
な
肥
料

高
騰
対
策
を
7
月
29
日
に
決
定
し

た
。
化
学
肥
料
の
2
割
低
減
に
取

り
組
む
生
産
者
が
対
象
で
、
当
年

の
肥
料
コ
ス
ト
か
ら
一
定
の
計
算

式
で
前
年
か
ら
の
肥
料
コ
ス
ト
の

増
加
分
を
算
出
し
、
そ
の
7
割
を

補
填
す
る
。
前
回
の
同
対
策
時
の

反
省
か
ら
、
申
請
や
事
務
処
理
手

続
き
を
簡
素
化
し
、
秋
肥
分
へ
の

助
成
に
つ
い
て
は
年
内
の
交
付
を

目
指
す
。

農業生産性 高付加価値品
への切り替えで収益性向上

日本経済新聞社調べ

肥料高騰対策
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教
育
情
報
活
動
事
業

の
一
環
と
し
て
、
神
奈

川
商
組
は
福
岡
県
に
あ

る
株
式
会
社
オ
ー
レ
ッ

ク
の
、
富
山
商
組
は
山

形
県
に
あ
る
株
式
会
社

山
本
製
作
所
の
工
場
見

学
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ

た
。
ま
た
、
京
都
商
組

は
資
材
展
示
会
を
、
岡

山
商
組
は
3
年
ぶ
り
に

中
古
農
業
機
械
モ
デ
ル

フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
。

こ
の
他
、
今
後
の
研

修
会
や
展
示
会
の
開
催

予
定
は
次
の
通
り
。

◇
教
育
情
報
活
動
事
業

▽
福
島
商
組
研
修
会

①
8
月
24
日
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
勉
強
会
」

②
11
月
「
中
小
企
業
組

合
理
事
の
役
割
に
つ
い

て
（
役
員
向
け
勉
強

会
）」

◇
農
機
展
示
会

▽
8
月
25
〜
27
日

岩
手
県
全
国
農
業
機

械
実
演
展
示
会
（
ツ
ガ

ワ
未
来
館
ア
ピ
オ
）

▽
9
月
1
〜
3
日

山
形
県
農
業
ま
つ
り

農
機
シ
ョ
ー
（
国
際
交

流
プ
ラ
ザ
ウ
山
形
ビ
ッ

ク
ウ
イ
ン
グ
）

▽
10
月
1
・
2
日

愛
媛
県
農
機
具
ま
つ

り
（
県
農
林
水
産
研
究

所
・
県
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
）

▽
10
月
29
日
〜
11
月
4

日
秋
田
県
農
業
機
械
化

シ
ョ
ー
（
大
仙
市
雄
物

川
河
川
緑
地
公
園
）

神
奈
川
商
組

富
山
商
組

オーレック工場見学（ 7月 4日in福岡）山本製作所工場見学（ 7月14日in山形）

京
都
商
組

岡
山
商
組

（ 7月15日開催）（ 8月 5～ 6日開催）
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